
徳島県学力ステップアップテストを
活用した学習指導について

令和７年度

学力向上推進員研修会資料【小学校部会・算数】
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令和７年度 徳島県学力ステップアップテスト【小学校算数】
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お話しすること

算数を学ぶ

１ 領域別結果

２ 設問別結果

３ 調査問題の概要と学習指導の

改善・充実のポイント

４ その他
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第５学年 領域別結果

全体 数と計算 図 形
変化と
関係

データの
活用

令和７年度
５年生

５１.３
（３.８）

４３.４
(１.７）

５７.６
（３.２）

４８.４
(６.５)

５６.２
(４.６)

令和６年度
４年生

５０.５
（５.８）

５７.２
(２.９）

４６.２
（８.０）

４７.３
(４.２)

４３.５
(１１.１)

全体・領域別 正答率（％）

※（ ）は無解答率
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思考・判断・表現知識・技能

筆
算
に
お
け
る

式
の
意
味
を
読
み
取
る

グ
ラ
フ
か
ら
判
断
し
、

理
由
を
記
述
す
る

割
合
を
求
め
る
式
を
立
て
る

小
数
を
用
い
て
倍
を
表
す

式
の
意
味
を
読
み
取
る

第５学年 設問別結果

対
角
線
の
関
係
か
ら
、

ひ
し
形
を
判
断
す
る

無解答率

5



6

6



知識及び技能

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解すると
ともに、日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。

思考力、判断力、表現力等

日常の事象を数学的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・
基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に
表したりする力を養う。

学びに向かう力、人間性等

数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題
解決しようとする態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする
態度を養う。

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

［解説p.23参照］

数学的な見方・考え方とは

事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着
目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、統
合的・発展的に考えること

「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力
等」「学びに向かう力、人間性等」の全てに対
して、働かせるもの
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(2) 「A 数と計算」の内容の概観

［解説p.42参照］
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

［解説p.42-67参照］

〇〇に着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考えたり、
統合的・発展的に考えたりすること
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

統合的に考える

異なる複数の事柄をある観点から捉え、

それらに共通点を見いだして一つのものとして捉え直すこと

・小数のしくみの学習 → 「整数のしくみはどうだった？」

・重さの普遍単位（ｇ）の学習 → 「長さやかさの単位は？」

・角柱の学習 → 「立方体や直方体も角柱？」

つまり、～と同じってことだね。
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

発展的に考える

物事を固定的なもの、確定的なものと考えず、

絶えず考察の範囲を広げていくことで新しい知識や理解を得ようとすること

・数を１つ大きくしてみると？

・

・分数のたし算の仕方は分かった。ひき算のときはどうする？

だったら、こんなときは？
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

［解説p.8参照］
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１

もとの大きさ
〇もとの大きさを可視化
○何がいくつ分かを問う
→一人一人が説明する場をつくる

分数の意味について理解している。【A/知】

正答率 ５４.９％
無解答率 ０.４％

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント
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１

図形を構成する要素の関係を捉え、直方体
の高さを求めることができる。【B/思】

正答率 ５８.１％
無解答率 ０.７％

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント

令和６年度全国学力・学習状況調査
全国正答率 ３６.５％

徳島県正答率 全国差 ー２.７％

Tokushima Navi ～No.5～
（令和６年１０月） 参照
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調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント
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２

（ ）を用いた式や、加法と乗法の混合した式を場面
と関連付けて読み取ることができる。【A/思】

正答率 ４４.５％
無解答率 １.１％

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント
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３

(２位数)÷(１位数)の筆算について、図を基に、各
段階の商の意味を考えることができる。【A/思】

正答率 ３１.２％
無解答率 １.８％

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント

18



３

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント

２ 式の意味 数量の関係
〇式の提示の工夫
〇式の意味を説明する場
→具体物や図などの算数的な表現を用いて
→問題場面に立ち返って
→筆算は手順だけの習得にならないように
具体物や図で表して

令和５年度 全国学力・学習状況調査 解説資料より
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４ グラフから変化を読み取り、
示された事柄が正しくないこ
とを判断し、その理由を記述
することができる。【D/思】

正答率 ３４.５％
無解答率 ４.０％

グラフの見かけにだまされない
目盛りの付け方によって、どのように見え方が変わるかを
実感することが必要
→自分で極端なグラフをつくってみる

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント



５

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント
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５

割合を求めることができる。【C/知】 正答率 ７１.４％
無解答率 ３.０％

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント

基準量を「１」とみる
一方を基準量としたときに、他方の数量がどれだけに相当

するかという数量関係に着目することが大切
まずは、基準量を「１」とみる見方
そして、多様な数量を基準量「１」とみる見方を繰り返す
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５

割合を求めることができる。【C/知】 正答率 ７１.４％
無解答率 ３.０％

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント

小数を用いて倍を表すことを
理解している。【C/知】

正答率 ２４.４％
無解答率 ４.６％
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５ 割合を求める立式が
できる。【C/知】

正答率 １２.６％
無解答率 ６.２％

正答率  ６１.３％
無解答率 １０.３％

割合の見方
〇式や答えだけでなく、図に表す
→図の書き出しを考慮（基準量「１」を示すか）
→数量の関係をつかめたか
→小数倍、純小数倍の理解

〇簡単な場合に置き換える
→「～の何倍か」として、統合的・発展的に考える

基準量をもとに比較量を図に表すこと
ができる。【C/思】

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント
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６
二次元の表の見方

正答率 ４９.６％
無解答率 ３.７％

データの特徴や傾向など
〇見いだしたことを伝え合う
表のどの部分から、グラフのどの部分からそのように

考えたのかを明確にする
表やグラフを示しながら、伝え合うことが必要

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント
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６ 令和３年度
全国学力学習状況調査

正答率 ６２.３％
全国比 －５.２％

令和４年度
ステップアップテスト

正答率 ５０.９％
無解答率１４.０％

令和５年度
ステップアップテスト

正答率 ５２.３％
無解答率１２.０％

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント
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６

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント

二次元の表の必要性とよさの感得

○身近な二次元の表

→時間割表（３年生）

  →統計グラフコンクール受賞作品

○複数の観点からデータを整理・可視化できる

  →複数の観点が必要となる問題設定

  →どのように整理すればわかりやすく伝えられ

  るかを問う

  →新たな結論に出合う経験
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６ 対角線に関わる性質から、ひし形を
判断することができる。【B/思】

正答率 ３９.７％
無解答率 ７.８％

調査問題の概要と学習指導の改善・充実のポイント

図形を構成する要素

○構成⇔分解

○補助線をかく習慣

○他の図形と比較
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どこにつまずいているのか

プラス

図や理由

指導に生かす評価
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全体にあえて教師が問いかけ、協働的に学ぶ。

みんなで分かっていこうという雰囲気が大切。

○○さんが～って言っていますが、～ってどういうことかな。
ペアで話してみよう。みんなに話してみよう。

教師はわからない児童に共感し、味方になる

自己肯定感を大切にしてみんなでわかっていこうとする学級に

教師は説明するのではなく、つまずきを問い返す
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数学的な表現
具体物 図 数 式 表 グラフ 相互の関連

○ ×

○

×

数学的な表現をつなぐ
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黒板…問題解決の過程を一覧するために
問題解決の過程を共有するため

に ※タブレットの画面共有≠考え方の
共有

ノート…思考を可視化し、数学的な表現を関連
させながら問題解決を図るため

に

プラス

図に表しましょう
理由を書きましょう

適用問題では「図」や「理由」を
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算数科における「令和７年度の重点」

○数量や図形に関する基礎的・基本的な知識及
び技能を確実に身に付けている。
○筋道立てて考え、具体物、図、言葉、数、式、
表、グラフなどを用いて事象や問題解決の過程
を簡潔・明瞭・的確に表現したり、統合的・発
展的に考察したりしている。 
○算数の楽しさやよさを実感し、算数で学んだ
ことを生活や学習に活用しようとしている。

目指す子供の姿
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算数科における「令和７年度の重点」

①学習評価を充実させ、学びの質を高める
◇本時だけでなく、単元を通してどのような資質・能力を育成するのかを把握する。『「指導と
評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校算数』をもとに、評価規準の設定や
単元計画の作成を行い、評価問題を工夫する等、児童の学びの質を高める。

②児童の学びのプロセスを重視し、児童が意味や根拠を説明できるようにする
◇児童が新しい問題に出合ったとき、自ら既習内容を振り返り、関連する内容を糸口として問題解
決できるように、教師は「どうすればよいですか」等を問い、児童が既習内容と関連付けられる
ようにする。
◇児童が意味や根拠を考え、説明できるように、教師は説明ばかりするのではなく、意見が出
たあと「～さんは、なぜそのように考えたのかな」とあえて全体に問いかけることで、数学的な
見方・考え方を顕在化させ、完成した図や式でなく問題解決の過程を共有できるようにする。
また、児童のつまずきを事前に想定し、図による可視化等、解消できる方策をもつようにする。
◇児童が統合的・発展的に考察することができるように、振り返りにおいて、既習内容との共
通点から一つのものとして捉え直したり、考察の範囲を広げて新たな問題を見いだしたりす
る場を確保する。

③学級全体で児童が学び合うことを価値付ける 
◇児童が「自分だけ分かればよいのではなく、学級の全員が分かること」を目指し、協働的に
学ぶことができるように、具体物、図、言葉、数、式、表、グラフ等数学的な表現を目的に応
じて柔軟に用いる場を確保する。ＩＣＴは、「デジタルの力でリアルな学びを支える」とい
う考えに立ち、資質・能力の育成のために積極的に活用する。

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容
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ステップアップテスト質問紙から

(10) 友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができていますか。
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ステップアップテスト質問紙から

(11) 学習した内容について、分かった点やよく分からなかった点を
見直し、次の学習につなげることができていますか。
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｢教師が教える授業｣

｢子供が考え、判断し、表現する授業｣

・学び方を学び、持続可能な学力向上へ
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すべての教育活動を通して
すべての教師で

授業改善と学力向上に
取り組んでいきましょう！
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